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出欠のご都合をお手数に存じますが、裏面 FAX 送付状にてご連絡下さいますようお願いいたします 

 
 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先・連絡先 

社団法人 先端技術産業戦略推進機構 事務局 
TEL：  03-5282-2111  FAX： 03-5282-2137  E-mail： info@hiia.or.jp 

農林漁業・農山漁村から日本を元気に 

 食料安定供給の基盤となる自給率向上とあわせて、農村の自律的発展にもとづく持続可能な農業のあり

方が問われています。そのため、貿易政策、国産農産物振興、農政改革など多用な対策が進められており、

当機構 農業・ライフ部会ではそうしたとり組みについて参加者の皆さまと今後の展開に向けた具体策な

どについて議論して参りました。一方、昨年の東日本大震災の被災地となった東北地方の食料生産基地と

しての復興・再生を中心に、全国各地で従来以上の農業の高付加価値化や経営の多角化を通じた、農漁業

活性化への挑戦がはじまっています。 
 こうした取組をさらに推進し、農林水産業と第２次、第３次産業を融合・連携させ、農山漁村・農林漁

業の「６次産業化」をすすめる司令塔として、昨年 9 月 農林水産省に新たに「食料産業局」が新設され

ました。 
 今回の研究会では、農林水産省 食料産業局長 針原寿朗 氏をお招きして、農林水産業、農山漁村を今

後の成長の切り札とすべく、新しいイノベーションの創出に向けたとり組みについて幅広くお話しを伺い

ます。 
 皆様方多数の御参加をお待ち申し上げております。 
 

日 時： 平成 24 年 2 月 23 日（木） 15 時 00 分〜16時 30 分 

 

会 場： 学術総合センター 2 階「中会議場 1」（東京・竹橋） 

         千代田区一ツ橋 2-1-2 学術総合センター 

 

講  演： 農林漁業・農山漁村から日本を元気に 

 針原 寿朗 氏 農林水産省 食料産業局 局長 

 

座 長： 渡辺 好明 氏 株式会社 東京穀物商品取引所 代表取締役社長 

  当機構 農業・ライフ部会 部会長 

 

参加費: 3,000 円  参加実費（資料代、会場費等）として 

    （但し、当機構の会員、役員・評議員の方は無料とさせていただきます） 

第第 114400 回回研研究究会会  

先先端端技技術術産産業業戦戦略略推推進進機機構構  農農業業・・ラライイフフ部部会会ののごご案案内内  



 

 
 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

FAX  03-5282-2137 （先端技術産業戦略推進機構 事務局） 

□ご 出 席    □ご 欠 席 
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申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、事務局において適切な方法で管理
し、法令の定める場合などを除き、ご登録いただいた方の許可無く第三者へ開示・提供

することはありません。また当機構の活動に関係する情報媒体の提供、アンケートのご
案内、その他公益的な観点からの情報の提供等に二次使用することがあります。情報の
二次利用に同意いただけない方のみ、連絡欄にその旨ご記入を御願い致します。

■ 問い合わせ先・連絡先 ■ 

社団法人 先端技術産業戦略推進機構 事務局 
TEL： 03-5282-2111  FAX： 03-5282-2137

E-mail：info@hiia.or.jp     
URL：  www.hiia.or.jp 

FAX 送付状 出欠連絡表 

（第 140 回研究会 農業・ライフ部会） 

先端技術産業戦略推進機構 農業・ライフ部会 
 

ＧＤＰに占める我国の農業生産は僅か１％に過ぎません。地球規模の人口増加に伴う食料不足、気候変動による食糧需給

への不安が高まる中、国内に目を転ずれば人口減少と少子高齢化、後継者不在により就農人口は減少、わが国の自給率は主

要先進国の中でも極めて低い水準に下がっています。この実態と数値に潜む諸問題は極めて深刻です。 

しかし一般論で言えば、国民は中長期的な食糧確保に不安を感じつつも、喫緊の課題ではなく、その場しのぎのライフス

タイルを変えようとしていません。エネルギーを含む資源及び食糧の自給率低下という現実に直面し、その確保を考える時、

不安を通りこして危機的状態との認識が必要であり朝野を挙げて問題の摘出と対応を急がねばなりません。 

一方、“医食同源”といわれるように栄養バランスの崩壊に起因する生活習慣病の蔓延、あるいは直接健康を脅かす“食の

安心・安全”について国民的関心が高まっており、食糧の安定供給としての“量”の課題と共に、安全確保という“質”に

も目を向ける必要があります。 

また、農業の役割は食糧確保のみに求められるものではありません。地域文化・自然・景観の保持、農村の自律的発展に

もとづく地域活性化など、農業・耕作文化が永年にわたり培ってきた多面的機能を改めて見直した、持続可能な農業のあり

方が問われています。 

当機構では設立来、安全・安心な社会の構築に資する技術・産業界のあり方、あるいは地域固有の資源を活かした活性化

の方途について検討を進めて参りました。この度、如上の情況認識の下、社会・生活の根幹となる“食”の安全、安定供給

についてさらに議論を深めるべく、農業・ライフ部会を起ちあげました。 

ご賛同頂ける皆様のご参加を心からお待ち致しております。 

参 加 費：当機構の会員、役員、評議員の方々は全て無料。 
一般の参加者は参加実費として表面に記載されている金額を下記のいずれかの口座にお支払ください。 
振込予定日       月     日 
支払銀行名 三井住友銀行 神田支店     普通預金口座 ２４２９６４５ 

みずほ銀行 神田支店     普通預金口座 １１８５９３６ 
三菱東京ＵＦＪ銀行 神田支店    普通預金口座 １２３１７５２ 

口 座 名 社団法人 先端技術産業戦略推進機構 
（振込料金につきましては、ご負担いただきますようお願いいたします。） 


